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研究成果の概要（和文）：国際バカロレア・モデルによる職業・キャリア教育の可能性について、イギリスにお
ける取り組みを手がかりにして、現地訪問調査を軸として検討した。その核となる検討対象は、国際バカロレア
機構自身が研究開発を進める国際バカロレア・キャリア関連プログラム（略称IBCP）であった。IBCPは、就職と
大学等高等教育機関進学ともに進路として制度設計されている。国を超えてのカリキュラム枠組みをもつIBCPで
あるものの、その「キャリア関連学習」が各国それぞれに設定であることを痛感した。IBCPが、質保証や水準維
持の問題とどのようにかかわり、教育的不平等軽減や社会的包摂をどのようにもたらすのかは、今後の課題とな
った。

研究成果の概要（英文）：Does IB Model bring some breakthrough to vocational/career education？ In 
order to get meaningful findings, the research project team conducts Case Study through visiting 
research at the schools in the UK. The focused educational programme is the International 
Baccalaureate Career-related Program: IBCP, which the International Baccalaureate [Organization]: IB
[O] itself does the R & D and awards the IB certificates. The IBCP is for progression routes both to
 employment and higher education. The research project team deeply realizes IBCP has transnational 
curriculum framework, with the 'career-related study' instituted on each country's existing 
educational and qualification system. Regarding how IBCP faces assurance of quality and standards 
and brings educational equity and social inclusion, there remain tasks to tackle.

研究分野：カリキュラム研究

キーワード： 国際バカロレア　IBCP　統合的資質の形成　キャリア教育　アカデミック-職業デバイド　社会的包摂　
高大接続　イングランド
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１．研究開始当初の背景 
中等教育が、科目・学習領域などで壁がで
き、統合的な資質形成が不十分になりがちで
ある。では、どうすればその克服ができるの
か。 
国際バカロレアの教育プログラムを、その
モデルとして挙げることができる。国際バカ
ロレアは、3歳から 19 歳までの学び手を対象
とした 4つの教育プログラムを開発がされ、
世界 147 力国 4300 校以上の学校へ提供し
（2015 年現在）、世界共通の大学入学資格及
び成績証明書として授与されている。 
ただ、従来の国際バカロレア教育は、職業
に関する専門の力を身に付けるための取り
組みがあったとは言いがたい。統合的な資質
形成ができるとされてきたものの、普通教育
の範囲に限定されていたのであった。 
そのような中、国際バカロレアを模したと
される複数の教育プログラムが、本科研での
検討対象地域であるイギリスなどで職業や
キャリアに関する内容を組み込んですでに
展開してきている。そして、公費セクターに
おける取り組みが、イギリスで進んできた。 
そこに、「国際バカロレア・キャリア関連
プログラム」（International 
Baccalaureate Career-related Program : 以
下「IBCP」と表記）が、国際バカロレアの第
4 のプログラムとして登場することになった。
IBCP は、後期中等教育段階から職業資格に向
けてなど職種に対応する専門の力を学ぶ教
育機会をも提供するとともに、IBDP と同様に
大学等高等教育機関が求めるアカデミック
な準備教育の両面に対応しようとして制度
設計がなされている。その対象年齢層は、大
学等高等教育機関への進学に向けて基本的
に設けられている国際バカロレア・ディプロ
マ・プログラム(International 
Baccalaureate Diploma Program : 以下「IBDP」
と表記)と全く同じ学年の生徒が対象となる。
IBCP の実施は、2011 年に国際バカロレア・
キャリア関連サーティフィケート
（International Baccalaureate 
Career-related Certificate：以下「IBCC」
と表記）として試験導入されたことに始まり、
2012 年より正式実施となっている。現名称で
ある IBCP となったのは 2014 年である。国際
バカロレア公式ウェブサイト
(http://www.ibo.org/)によれば、2017 年 5
月 25日現在 IBCP 認定校数は全世界で 136で
ある。 
ところが、国際バカロレアによる取り組み
が、従来あくまでも普通教育の範囲内であっ
たこともあって、職種に対応する専門の力を
学ぶ教育機会を提供する IBCP を対象とする
学術研究は、推進する立場にある者たちから
の紹介に止まっていた。 
 
２．研究の目的 
  
そこで、この IBCP を検討することを通じ

て、国際バカロレアをモデルとしての職業や
キャリアに関する教育の可能性に資する踏
み込んだ知見を、国レベルと現場との対応関
係が明確な形で獲得することを目指した。イ
ギリスでは IBCP における公費による取り組
みが進行をしており、その公費に基づく取り
組みの可能性を検討することができる。その
際検討の観点は、1)国際バカロレア理念の貫
徹度、2)学習成果の水準維持、3)特権的な学
び手だけに限定されない包摂性、そして 4)
財政的現実性という 4 つとした。たしかに、
国際バカロレア・プログラムは、経費が高額
になることもあって、国際学校といった授業
料設定自由度が高い私費セクター校が中心
となってきたものの、公費による取り組みが
現実として進行しているというイギリスで
の事実から、示唆ある知見が期待できる。 
 
３．研究の方法 
具体的手法は、質的ケース・スタディとし
て、カリキュラムに焦点を当てる。カリキュ
ラムに焦点を当てることにより、理論・政
策・制度と学校現場の間との対応関係が明確
な形で表れるので、双方の間にどこまで整合
性があり、またどのような葛藤・乖離・齟齬
などがあるかを、構造として位置付けつつ明
らかにしていける。 
研究計画での核は、現地訪問調査である。
イギリスにおける IBCP 認定校において、カ
リキュラムを検討の中心とする質的ケー
ス・スタディを実施する。訪問調査では、準
構造化した質問項目を事前に伝える方式を
基本とする。さらに、授業を参観し、学習材
をはじめとする現物資料の雛形を分けてい
ただき、また実物資料(学習材)をデジタル・
カメラ等で撮影もさせていただく。学内内部
資料も閲覧・複写等により可能な限り電子的
なものも含め入手する。 
訪問校は 5校であり、うち 3校で正式調査
を実施した。訪問調査を行った 2015 年 3月
と 2016 年 3月では、イギリスでの IBCP 認定
校数は 12 校であってうち 9校が公費運営で
あった。調査校は、3校ともに公費運営とし
た。うち 2校は、厳しい状況に置かれ続けた
いわば｢剥奪された地域｣に立地している。も
う 1校は、公費運営校における先導的実践と
研究開発を行ってきた。 
以上訪問調査と相補う形で、電子化された
ものも含めて政策資料等文献研究も行って
いる。さらには、現地で当該分野をリードす
る学術研究者へのヒアリングも、２大学４人
に対して十分な形で行えた。 
 以上の手法によって、公費セクターでの取
り組みが先行するイギリスを対象地或とし
て検討していった。その際、IBCP と全く同じ
学年の生徒が対象となりつつすでに広く知
られ、大学等高等教育機関へと進学するよう
設けられている「国際バカロレア・ディプロ
マ・プログラム」（IBDP）との比較検討に改
めて力点に置く論考取りまとめ作業を行っ



ている。また社会的包摂に力点を置いての検
討取りまとめも進めている。 
 
４．研究成果 
  
 成果公開に関しては、次に示す 12 件の学
会発表を行った。それらに対しては、学術研
究者と関連取り組みに従事する実践家など
からコメントをいただき、今後の改善にも向
けてという段階ではあるものの、日本比較教
育学会大会共同発表といった形でかなり進
んできていると認識している。 
IBCP を通じて、教育的不平等軽減や社会的
包摂がどのようにもたらされるのかへの回
答は、前述とりまとめの最中である。そして
IBCP が国を超えてのカリキュラム枠組みを
持つことに着目しての研究を進める重要性
を認識することもできた。特に、IBCP 独自と
なる「キャリア関連学習」が各国それぞれに
設定されていることについて切り込んで研
究を進めることが大事であると明らかにな
ってきた。そのことにより、この各設定部分
が質保証や水準の維持の問題とどのように
かかわるのかについて今後の課題であるこ
ともはっきりとしてきた。 
そのような中、平成 29 年度からは、対象
とする国・地域をイギリスに、シンガポール
とドバイを加える新たな科研として研究を
発展的に継続できることになっている。 
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